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令和３年度 第２回西区自治協議会会議録 

 

日時：令和３年５月27日（金）午後３時から 

会場：西区役所健康センター棟１階大会議室 

 

 

＜１ 開会＞ 

（大谷会長） 

 それでは、議事を進めてまいります。 

 次第では議事に進めるところですが、前後いたしますけれども、最初に、各部会の部会

長及び副部会長を報告させていただきます。次第３の報告事項であります。自治協議会か

らの報告（１）部会長及び副部会長の選任について、私から報告させていただきます。資

料２をご覧願います。私がお名前をお呼びいたしますので、その場にお立ちいただき、所

属部会とお名前と意気込み、抱負等について一言ずつお話しいただきたいと思います。 

 第１部会長の岩沢委員、お願いいたします。 

（岩沢委員） 

 こんにちは。第１部会の岩沢でございます。個人的なことを少しお話しさせていただけ

ればと思います。私はなまりがあります。その点で、今後とも皆さん方にお話しする中で

聞きにくい点があろうかと思いますが、善処いただければありがたいと思っています。私

は生まれが秋田県であります。今の総理大臣の菅さん、さらには建設課の課長、さらには

新潟の某大学を出ました壇蜜さんも秋田の出身であります。秋田の人は雪に半年も埋もれ

ておりまして、どうもうまくしゃべれれない人が多いです。しかし、粘りと根性だけは東

北人特有でありまして、これをもって、今、菅さんはどうも評判が悪いといっていますけ

れども、あの人は本当の東北人で粘りと根性があります。ご協力いただければありがたい

なと思います。 

 もう一つ、奇遇でありますけれども、アメリカのバイデン大統領と生年月日は一緒であ

ります。1942 年 11月 20 日です。11月 20 日というのはいっぱいいるのですけれども、1942

年、78 歳になりました。そのようなことで私のことを認識いただければありがたいなと思

います。よろしくお願いいたします。 

（大谷会長） 

 副部会長の高田委員、お願いいたします。 

（高田委員） 

 はじめまして。副部会長をやらせていただく高田です。所属は、真砂小学校区コミュニ

ティ協議会で会長をやっています。今、お話しされた岩沢部会長は個性ある強い人ですの

で、それを支えるのはなかなか大変だとは思いますが、精いっぱい努力してやっていきま

すので、よろしくお願いいたします。 
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（大谷会長） 

 第２部会長の五十嵐委員、お願いいたします。 

（五十嵐（加）委員） 

 ２部会の部会長をやらせていただきます五十嵐加代子と申します。よろしくお願いいた

します。今ほどのように立派な紹介をされると、私は何を言っていいか分からないのです

が、私は子育ち応援サポートセンターうん♡まんまという子育て支援をやっております。子

どもにかかわることについて 30年間やっております。子どもについて、お母さんについて、

親子で一緒に考える場をやってまいりました。今後も２部会にそういった経験が生かせれ

ばいいのではないかと思っています。頑張りますので、よろしくお願いいたします。 

（大谷会長） 

 副部会長の木村委員、お願いいたします。 

（木村委員） 

 副部会長の木村優子でございます。少しでも五十嵐さんの支えになればと思っておりま

す。よろしくお願いいたします。 

（大谷会長） 

 第３部会長の岩脇委員、お願いいたします。 

（岩脇委員） 

 こんにちは。私が一番長いようです。９年目でございます。前期から第３部会の部会長

をやっております。まちづくり、農家の支援等のいろいろな社会現象に伴う西区の課題が

山積しております。まちづくりと農家の支援、新潟市の場合、ここにしかございませんけ

れども、そういった人たちの意見を聞きながら部会で議論し、一つでも力になればいいな

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

（大谷会長） 

 副部会長の山賀委員、お願いいたします。 

（山賀委員） 

 第３部会の副部会長の山賀です。第３部会では区の魅力発信、産業、交通もありますけ

れども、区の魅力発信ということで、西区のよさはもちろんですけれども、楽しいことや

おもしろいことなどもたくさん見つけて発信していきたいと思っています。皆さんにもい

ろいろご協力いただくことや、発信したりということもあると思いますので、よろしくお

願いいたします。 

（大谷会長） 

 広報紙特別部会長の長澤委員、お願いいたします。 

（長澤委員） 

 コミュニティ・コーディネーター養成講座受講者という所属で、今回、広報特別委員３

年目ということで部会長を務めてさせていただきます。私は、地域の自治の関係出身では

ございませんので、今まで地域活動に携わってこられた先輩方のいろいろなご意見を聞き
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ながら、分かりやすい広報紙の制作に努めさせていただこうと思います。よろしくお願い

いします。 

（大谷会長） 

 副部会長の杉原委員、お願いいたします。 

（事務局） 

 本日、杉原委員は所用により欠席されておりますので、次回にいらっしゃったときにご

あいさついただきたいと思います。 

（大谷会長） 

 続きまして、アートフェスティバル特別部会長の田中委員、お願いいたします。 

（田中（米）委員） 

 アートフェスティバル特別部会の田中です。よろしくお願いします。去年まで副部会長

をやっておりましたが、特別部会なものですから、私に務まるかどうかは分かりませんけ

れども、小川副部会長や部員の皆さんの手助けを受けて何とかやっていきたいと思います。

よろしくお願いします。 

（大谷会長） 

 副部会長の小川委員、お願いいたします。 

（小川委員） 

 副部会長のコミュニティ佐潟の小川でございます。今年こそはアートフェスティバルを

生でやりたいと思っていますので、皆さんぜひ、お力添えと参加をお願いいたします。 

（大谷会長） 

 以上で、各部会長及び副部会長の選任結果の報告を終えたいと思います。 

 

＜２ 議事＞ 

（大谷会長） 

 議事に入りたいと思います。議事（１）「新潟市防災会議委員の推薦について」、（２）「新

潟市犯罪のない安心・安全なまちづくり推進協議会委員の推薦について」を議題といたし

ます。第１部会長より、資料３の部会の状況報告とあわせて説明いただきたいと思います。 

 岩沢部会長からお願いします。 

（岩沢委員） 

 第１部会から説明いたします。今、会長からお話がありましたように、最初に、新潟市

防災会議委員について経過を説明したいと思います。３月末まで、風閒部会長、高橋伸絵

副部会長がやっておられまして、二人とも優秀なものですから、私は再任を提案しました。

三役の場合は対象外だという話がありまして、したがって、私ども 12 名の中で、基本は防

災または安全、犯罪は女性ということでありました。したがって、風閒さんがおやりにな

っているところを自動的に私が引き継ぐということであります。加えて犯罪につきまして

は女性ということでありまして、高橋さんと、公募の高橋さん。私どもは女性が少ない。
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12 名のうち二人でありまして、公募の方がなったばかりということで、再度、高橋伸絵さ

んにお願いするということになりました。よろしくお願いします。 

 部会の状況について報告したいと思います。所管分野は防犯から始まり住環境等でござ

います。第１回目の４月 28 日の全体会議の後に部会がありまして、そこで部会長、副部会

長を選出しました。これも、今ように三役の方は対象外ということでありまして、たまた

ま私や高田さんが長いということから、一応、部会長に岩沢、副部会長に高田さんという

ことになりました。今はＡＩといっていますけれども、前はＩＴという言葉がありました。

岩沢のＩと高田のＴ、ＩＴコンビで全うしたいと考えております。 

 ５月 13日に２回目の会議がありました。出席者はご覧のとおりであります。その下に自

己紹介とありまして、これは、だいぶ時間を超過しまして、本案件のことは決まらなかっ

たということになりました。まず一つは、これまでの振り返りということで、ご案内のと

おり、空き家対策を第１部会で提案したのですけれども、おかげさまで、ポスターだけで

は解決はできないだろうということで、ＤＶＤがようやくできました。これを今後活用し

て、空き家対策を網羅しなければいけないだろうと考えております。 

 ３番目の、地域課題解決に向けた提案ということでありますけれども、これにつきまし

ては、第１部会では環境の美化とタイトルを決めました。ポイ捨てにしようということで、

これが自己紹介が長くなったためにできなかったということであります。来月には決めな

ければいけないだろうと思っています。裏面を見ますと、このようなご意見がありました。

応募する団体が応募しやすいかどうか。問題解決の成果を上げやすくするためにどうした

らいいかといったことに絞っていきたいと思います。 

 次回におきましては、６月８日の午後１時 15分から開催する予定です。 

（大谷会長） 

 ありがとうございました。ただいまの説明について質問はございませんでしょうか。 

 ないようですので、ただいまご推薦いただいたそれぞれの両委員を西区自治協議会とし

て推薦したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 （拍 手） 

 異議なしと認めます。それでは、岩沢委員、高橋伸絵委員、よろしくお願いいたします。

事務局はそれぞれ、推薦の手続きをお願いしたいと思います。 

 続きまして、議事（３）「令和３年度区自治協議会提案事業『支え合いの大切さ』を広め

る標語等活用事業企画書について」を議題といたします。第２部会長から、資料３の部会

の状況とあわせ説明していただきたいと思います。五十嵐部会長、お願いいたします。 

（五十嵐（加）委員） 

 第２部会の報告をさせていただきます。所管分野は保健・福祉、文化・スポーツ、教育

等です。第１回目の会議におきましては、部会長、副部会長兼任ということで、前年度引

き継ぎの企画がございましたので、私、五十嵐がこの後もやらせていただきたいというこ

とで、挙手させていただき、部会長をやらせていただくことになりました。副部会長には
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木村さんから手を挙げていただきましたので、木村さんにやっていただくことになりまし

た。 

 第２回目の会議は５月 12 日に、書いてあるとおりの参加者で実施されました。主な議事

としては、もちろん皆さんの自己紹介、これまでの振り返りということで、事務局より説

明がありました。この第２部会に関しては、前年度７期から通しての課題がございまして、

支え合いの大切さということでやっておりましたので、それを今回、新しく選任された皆

さんにまずは理解していただこうということで、その点を時間をかけて皆さんでじっくり

話し合いをさせていただきました。 

 議題の３として、令和３年度区自治協議会提案事業についてということで、ここからが

皆さんと会議の中で議論されたことでございます。今まであった企画の土台となるものは

ありましたが、今年度に選出された皆さんと、まだ変更の余地もありますし、皆さんに理

解していただきたいということで、この企画（案）について説明したあとに、皆さんから

の質問、意見等を頂きました。質問は、点線の囲みの中にございます。まずは、対象世代

が 30 歳代から 40 歳代の子育て世代なのはなぜか。答えとして、高齢者に対する支えとな

りうる世代として、若い世代があげられると。その中でも、学生のように将来的に転出す

る可能性が高い世代ではなく、定住している可能性の高い 30 歳代、40 歳代をメインターゲ

ットと考え、あくまで、今現在も頑張っている世代ではない層への拡大を考えているとい

うことです。次に、この事業に至った経緯はどのような内容か。これに対しては、平成 30

年の豪雪の際、除雪対策等の支え合いが行われた部分と行われなかった部分があるという

ことが振り返りで判明しました。その支え合いが行われなかった部分に対しどのように改

善を行うかということを検討したことが始まりです。それに対しての皆さんの意見として、

対象世代を 30歳代から 40 歳代の子育て世代として限定するのではなく、「～を中心とした

全世代」へと対象を拡大したらどうだろうかと。30 歳代、40 歳代の子育て世代を中心とし

た全世代へと対象を拡大したらどうだろうかということが話されました。地域の支え手と

なる世代を限定する必要はなく、あらゆる世代がなりえると考えられるためです。 

 以上の意見の部分を企画素案に反映させ、企画書として本会で皆さんに諮っていくこと

となりました。 

 企画素案に対する質問・意見が２点ありました。一つは、標語について、ホームページ

等に広告のような形で広報を行うのはどうだろうか。標語の使用基準について、すでに効

力を有している旨が部会及び本会で共有されていないため、本会でその旨を共有すべきで

あるということで、併せて、本日、資料１－１、１－２、１－３を添付しております。今

説明した協議を反映させ、こちらの企画を案として添付させていただいております。今年

度、皆さんで協議したものが反映されてこちらに入ります。詳しいことは皆さんに読んで

いただきたいということで、お知らせいたします。次回の日程は６月８日（火）に決まり

ました。２部会からの報告を終わります。 
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（大谷会長） 

 ありがとうございました。ただいまの説明についてご質問はございませんでしょうか。

併せて、企画書（案）等についてもご質問がありましたらお願いしたいと思います。 

 ないようですので、令和３年度区自治協議会提案事業「支え合いの大切さ」を広める標

語等活用事業を説明のとおり進めてよろしいでしょうか。 

  

（「異議なし」の声） 

 

 異議なしと認めます。それでは、部会長を中心にご尽力よろしくお願いいたします。 

 

＜３ 報告＞ 

 続きまして、３番の報告事項に移ります。 

 最初に、自治協議会からの報告であります。（１）については先ほど私から報告いたしま

したので、（２）の部会の状況報告を議題といたします。第１部会、第２部会は議事（１）

から（３）の関係で状況報告も合わせて報告いただきましたので、第３部会からお願いい

たします。岩脇部会長、お願いいたします。 

（岩脇委員） 

 所管分野は産業、区の魅力発信、交通等でございます。開催日は４月 28日です。出席者、

主な議題においては割愛させていただきます。主な議事の１、部会長・副部会長の選任に

ついてというところで、互選により、部会長に私、副部会長には山賀委員、田中（米）委

員が選出されましたとなっておりますけれども、田中委員についてアートフェスティバル

特別部会の部会長ということで、ミスプリということで修正をお願いいたします。 

 令和３年度の第２回会議は５月 11 日に行いました。会場は区役所３階の 303 号室、出席

者はご覧のとおりです。部会長の自己紹介、そこにも田中委員と書いてありますけれども、

ここにも詳細が書いてありますが、お願いいたします。２、これまでの振り返りというこ

とで、事務局より、第７期の第３部会の活動についての説明がありました。 

 ３、地域課題解決に向けた提案募集事業についてでございます。事務局より、令和３年

度区自治協議会提案事業地域課題解決に向けた提案募集の第７期委員案について説明があ

りました。委員から出された主な意見は次のとおりでございます。解決を図りたい課題が

明確となっていないため、このままでは提案者との課題認識のズレを解消できない。提案

募集に至る背景、募集要項に入れ込んだほうが提案しやすいのではないかと。現状では、「い

い部屋ネット街の住みここちランキング 2020」で甲信越エリアでも２年連続で２位となっ

たことも入れたらどうかとういことでございます。私ども第３部会については、所管分野

が非常に多岐にわたっております。産業、魅力発信、交通といいましても、産業について

は県も絡んでおります。区の魅力発信については、西区は都市と農村が融合したところで

ございます。いろいろな地域事情があるということで、皆さん各地区の委員の皆さん方が
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各地区それぞれの課題を検討してもらおうということでございます。交通等と書いてあり

ますけれども、区バスの関係でございます。そのようなことで、審議する内容が専門的に

なっております。私どもの部会については、そういう人選をしていただいたと理解してお

ります。専門的な知識を持っている方がおられますので、そういう方々のご意見を参考に

して、これからの少子化、交通の課題、先ほど言いました、農村、果物の支援、まちなか

の活性化。特に黒埼などは相当に疲弊しております。内野についても同じです。今回の飲

食店の問題にしても、相当に困っております。かといって私どもは何もできません。国の

ほうの方向性で決めておりますので。私ども新潟市民として危機感を持って、みんなで助

け合っていかなければだめなのではないかと思っております。おかげさまで、内野におい

ては新川のＤＶＤが第１回、次はＱＲコードということで、新川の協議会から一生懸命取

り組んでいただいるということで、提案事業の内容そのものでいけば、相当、専門化され

てきているということでございます。これを機会に、黒埼方面の方々にもＰＲ事業の応募

をお願いしたいということは、商工会の委員を通じてお願いしております。まだまだ解決

すべき地域課題はたくさんございます。それをどのように解決していくかということが、

私ども第３部会の課題となっています。 

 その他ということで、原澤委員から、今年度の第３部会の活動について提案がありまし

た。山賀副部会長から、まち歩きについての案内がございました。次回は６月７日の 15時

からということで、皆さんからのご意見を議論し合って、一つでも成果が上がるようにし

ていきたいと考えております。 

（大谷会長） 

 ありがとうございました。詳細な説明でした。ただいまの説明について、質問はござい

ませんでしょうか。 

 ないようですので、引き続き、広報紙特別部会の長澤部会長、お願いいたします。 

（長澤委員） 

 広報紙特別部会の第１回会議は４月 28 日の４時 40 分から、本会終了後に引き続き行い

ました。今回、広報紙特別部会委員について入れ替えもございまして、都合７名の委員構

成で部会を行いたいと思います。まず１番に部会長、副部会長の選任について。部会長は

私、長澤、副部会長は、本日都合によりお休みしておりますが、杉原委員が選出されまし

た。５月の会合は開催せず、６月上旬に第２回の会合を開催することとなりました。当日、

まだ日程は決まっていなかったのですが、後日、事務局の調整により、６月 10 日の 15 時

から区役所３階 303 会議室にて開催することとなりました。本日の報告は以上でございま

す。 

（大谷会長） 

 ありがとうございました。広報紙特別部会の具体的な活動についてはこれから本格化す

るということだろうと思います。質問はございますか。 
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 ないようですので、引き続き、アートフェスティバル特別部会の田中部会長、お願いい

たします。 

（田中（米）委員） 

 アートフェスティバル特別部会の所管分野はアートフェティバルの企画・実施に関する

事項です。１回目は４月 28 日に行い、部会長が私になりましたけれども、副部会長として

候補に挙がった方は二人欠席されていましたので、その後、第２回の会議で部会長、副部

会長が選出されました。部会長は私、副部会長には小川委員が選出されました。部会長の

あいさつ・自己紹介等がありました。令和３年度西区アートフェスティバル＋音届につい

て。これまでの振り返りでは、事務局よりこれまでの取り組みについて説明がありました。

今年度事業について。今年度実施する西区アートフェスティバルについて、委員間で協議

しました。前期までに決まった内容については、下記のとおりです。西区アートフェステ

ィバル＋音届。内容は、音楽・芸能団体の発表、アート作品の展示、新潟大学学生が企画

する音楽部門。会場は黒埼市民会館等です。開催日は令和３年 10 月 23 日（土）、24日（日）

の予定です。 

 委員から出された意見等は下記のとおりです。昨年度実施したオンラインコンサートで

はなく、会場に足を運んでもらい、実際の演奏を聴いてもらいたい。状況により、動画投

稿サイトとの両立を検討したらどうか。コロナの影響で事業の中止もあるかもしれないが、

事業実施の方向で検討していきたい。出演団体の選出方法は、出演希望者を募って選出す

る公募制ではなく、例年どおり部会の中で選出する方法としたい。音楽・芸能団体の発表

については、10月 24 日（日）の午後を予定しているので、新潟大学が企画する音楽部門に

ついては、準備やリハーサルの関係上、10月 23 日（土）に実施したい。 

 出された意見を基に、次回部会で企画書（案）を作成することとしました。また、出演

者（案）を検討するために、次回部会までに部会委員が候補者（案）を検討することとし

ました。次回は６月 10日（木）10時半から４階の対策室で行います。 

（大谷会長） 

 ありがとうございました。アートフェスティバルの開催日の 10 月 23 日、24 日までに新

型コロナウイルス感染症がかなり収束していればと期待したいと思います。田中部会長の

説明に何か質問はございますでしょうか。 

 ないようですので、以上で部会の状況報告を終わりたいと思います。 

 

 続きまして、報告事項の各所管からの報告に移りたいと思います。（１）「令和２年度西

区組織目標の年度末評価及び令和３年度西区組織目標について」であります。笠原区長よ

り報告をお願いいたします。なお、パワーポイントを使用した説明になりますので、事務

局は準備をお願いしたいと思います。 
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（区 長） 

 皆さんこんにちは。それでは、しばらくお時間をいただき、私から令和２年度西区組織

目標の年度末評価と令和３年度西区組織目標につきまして、皆さん方にご報告し、忌憚の

ないご意見をちょうだいできればと思っています。かなり長くなると思いますが、おつき

あいいただければと思います。 

 まず、組織目標についてご説明する前に、区政運営に係る評価の仕組みづくりについて

ご説明させていただきます。本市では、行政改革プランの目的がございまして、それを踏

まえ、区政運営における評価を行っております。資料に沿ってご説明させていただきます。

はじめに、資料４－１をご覧ください。令和３年５月の自治協議会の欄をご覧ください。

令和２年度に策定した私の西区組織目標につきまして、その実績を自己評価いたしました

ので、本日、ご説明差し上げたうえで、区自治協議会の皆様よりご意見をいただき、今後

の効果的、効率的な事業の実施や、令和４年度の予算編成の参考にさせていただくもので

ございます。また、令和２年度の実績を踏まえた３年度の西区組織目標も本日併せてご説

明させていただきます。なお、自己評価にあたりましては、平成 27年度計画を初年度とす

る区ビジョンまちづくり計画、その具体的な取組みを明らかにする第３次実施計画の各事

業の達成状況を踏まえ行っております。 

 今ほどお話した西区区ビジョンまちづくり計画第３次実施計画策定後、各事業の実施に

ついてご報告させていただきます。資料４－４をご覧ください。西区区ビジョンまちづく

り計画の第３次実施計画の進行管理表となります。令和２年度の達成の状況を、本日お手

元に進行管理表として配付させていただきました。表紙に記載があるとおり、全体の事業

の数が 103 事業で、各事業ごとに目標を設定しておりますが、そのうち目標を達成したも

のが 75 事業、達成率が 72.8 パーセントとなり、昨年度の達成率が 89.4 パーセントでござ

いますが、達成率はかなり減少しております。未達成となった事業は 28 事業ございますが、

28 事業のすべてが新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、事業の中止や開催規模を

縮小して実施したためでございまして、達成ができなかった事業につきましては、ご理解

をお願い申し上げます。 

 また、１ページの一番上の事業番号１「子育て支援事業」のように、多くの事業の事業

概要が事業の内容、令和２年度の目標やその実績、目標に対しての達成度、達成、未達成

というものがございますが、目標未達成の事業につきましては課題と方向性を記載してお

りますので、これはご覧いただければと思います。また、新型コロナウイルス感染症の拡

大防止の理由により、目標未達成の事業は冒頭の欄外に米印をつけておりますので、ご理

解をお願い申し上げます。本年度も新型コロナウイルス感染症の対応が長期間続くものと

想定されますが、課題を検証しながら効果的事業実施とともに目標達成に向け取り組んで

まいります。 

 資料４－４の１ページでご覧いただいた「子育て支援事業」のように、事業の欄が着色

されておりますものは、後ほど私がご説明いたします令和２年度西区組織目標における取
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組み指標に関連する事業となっております。なお、103 事業と事業の数が大変多く、着色の

組織目標管理表につきましては後ほどご説明させていただきますが、そのほかにつきまし

ては、恐れ入りますが、後ほどご覧いただければと思います。また、取組みなどの詳細に

つきましてご質問などがございましたら、担当課までいつでも問い合わせくださるようお

願いいたします。 

 令和２年度の西区組織目標年度末評価及び令和３年度組織目標についてご説明いたしま

す。説明に入ります前に、本日、差し替えをお願いしたお手元の資料４－２をご覧くださ

い。資料４－２は令和２年度の西区組織目標で、令和２年度の取組み結果など年度末評価

を行ったもので、次の資料４－３は、取り組んだ事業の指標目標や実績でございます。資

料４－６ですが、令和３年度の西区組織目標でございまして、次の資料４－７は組織目標

に関連する取組みとなります。 

 これからの説明にあたり、資料が複数にわたるものですから、一括してパワーポイント

を作成させていただきましたので、これにより一括してご説明差し上げたいと思います。

パワーポントの画面をご覧ください。はじめに、新潟市の事業と予算というのは、市全体

で実施するものと、市内の地区の特色や課題に対応して、それぞれの区で独自に実施する

区づくり事業というものがございます。新潟市全体の事業では、介護サービス基盤の整備

ですとか、子ども医療費の助成、保育園の整備や運営、拠点性の向上や経済・産業の活性

化、道路、橋梁の整備・維持、さらには新型コロナウイルス感染症対策などさまざまござ

いますが、これからご説明する組織目標や取組み実績につきましては、西区の課題②対応

して独自に実施する区づくり予算を中心にご説明差し上げますので、ご理解をお願いいた

します。 

 皆さんすでにご承知かと思いますが、西区の課題からご説明します。これは西区に限ら

ず、全市的な傾向ではございますが、人口の減少でございます。西区の総人口は平成 28年

で 15万 7,000 人でございましたが、これが 20年後の令和 18年には 9.1 パーセント減少し

14 万 3,000 人になると推定されております。また、高齢化率も平成 28 年では 27.6 パーセ

ントが令和 18 年では３2.4 パーセントで、高齢化率も上昇しているということでございま

す。令和３年４月現在で西区の人口は 15 万 5,894 人でございます。この推計の令和３年の

15 万 5,894 人とほぼ同じくらいでございまして、残念ながら、推計どおりに人口減少が進

んでいるという厳しい状況であります。 

 なぜ人口が減っているのかということでございますが、ご覧のとおり、上が社会動態、

下が自然動態でございます。下のほうは、出生よりも死亡が上回りまして、人口が減少し

ていると。上のほうの社会動態は転出よりも転入が上回っておりますため、プラスとなっ

ています。今までも折れ線グラフのように、西区は平成 27年まではトータルで人口が増え

ていたのですけれども、平成 28 年から増減がマイナスに転じております。これは、自然動

態のマイナスが拡大したことと、社会動態のプラスの減少が人口減の大きな要因となりま

す。 
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 各区の出生数と合計特殊出生率、一人の女性が産む子ども数でございますけれども、西

区は 1.32 ということで、新潟市平均の 1.30 よりも上回っておりますが、全国平均の 1.36

を下回っています。合計特出生率は市内では江南区、東区、西区の順に高くなっています。

このように人口が減ってきておりますので、希望する子どもの数を産み育てていただくと

いう子育て支援と、高齢化が進んでまいりますので、地域での支え合い、後ほどもご説明

いたします健康寿命の延伸、これが何をおいても区民の皆様方の健康を守っていくことが

まず大事だと考えています。その寿命でございます。これは平均寿命ですが、全国的に男

性、女性とも平均寿命が上がっています。2015 年の統計では、西区は男性が 81.7 歳で、こ

れは県内第１位でございます。女性は 88.0 歳で津南町に次いで第２位ということで、新潟

県の中でも西区は非常に長寿のまちであるところです。 

 人生 100 年時代の到来ということで、赤字で書いておりますように、平成 27 年で 65 歳

を迎えた方は、男性の３人に一人、女性の５人に３人が 90歳まで長生きする見込みである

と。現在、30 歳の方、平成２年生まれの方については、男性の５人に二人、女性の３人に

二人を超える方が 90 歳まで長生きする見込みであると。女性については５人に一人が 100

歳まで長生きするというような見込みが出ております。このように、まさに人生 100 年時

代が到来していると考えています。現在、新潟市で 100歳以上の 660 人、うち西区には 126

人の方がいらっしゃいます。 

 長生きするのは非常に喜ばしいことだと感じておりますが、同時に、介護を必要とせず、

自立して生活できる健康寿命の延伸について同時に伸びていかないと、本人も家族も大変

になるということで、健康寿命の延伸ということも必要となります。それに一番効果的な

ものが、毎年の健診受診なのですけれども、特定健診、あるいはがん検診ということで、

受診の機会があると思いますけれども、残念なことに、定期健康診断を受診しておられる

人は西区では４割。残念なことに、10 人のうち６割の方が検診を受けていないと。下にご

ざいますとおり、重症疾患で急に倒れた患者さんのうち、約６割の方が検診を連続して受

けておられない方です。こういったところから見ても、いかに定期検診の受診が健康寿命

延伸につながるかということでございます。そうした取組みも重要であると感じておりま

す。 

 実は、中野小屋と黒埼中学校の受診されていない方にアンケートを採りました。その結

果として、いつでも医療機関を受診できるとか、入院、通院しているからというものが多

く、面倒だから、健康に自信があると、どちらかというと健康に無関心なことが原因とと

れますので、今後は、健康に無関心な人への意識づけが必要だろうと感じております。65

歳以上の単独世帯の割合も、西区においても高い割合になっています。 

 こうした西区の課題におきまして、西区の組織目標として設定したものが、西区役所の

使命、目標というのは、西区区ビジョンの区の将来像である「都市と農村が融合する、う

るおいの住環境と優れた学術環境に育まれるまち」の実現を目指すものでございます。目

指す区のすがたとして、１番から５番までの目指す区のすがたがございますが、５つのま
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ちづくりを進めていくというテーマを設定しています。その取組みのために重点目標を五

つ設定させていただきました。その一つが、高齢者等が住み慣れた地域で安心して生活で

きる支え合いのしくみづくりを進めるというものです。二つ目は、健康寿命の延伸を目指

し、健康づくりを推進するというもの。三つ目が、子育て中の親の孤独感、不安感を軽減

され、健全な子育てを支援します。４番が、地域防災力を向上のため、津波や洪水などの

自然災害から自らの命を守ることができる地域づくりを進めます。五つ目が、西区は「く

ろさき茶豆」や「いもジェンヌ」など、西区の特産農産物の知名度の向上と消費拡大を推

進する。さらに高付加価値化・ブランド化に取組むといった、五つの重点目標を掲げ、事

業を実施してまいりました。もちろん、これは五つの重点目標ではございますが、先ほど

の区の目指す姿を実現するために、さまざまな事業を実施しております。そのさまざまな

事業すべて大切ではございますが、特にこの五つを重点的に掲げております。五つの目標

を掲げましたが、残念ながら、新型コロナウイルス感染症の関係でございまして、目標が

達成できなったものもございました。この辺の未達成理由について後ほどご説明の中で併

せていたします。 

 令和２年度の重点目標の取組みの結果について報告いたします。一つ目は、超高齢社会

に対応した取組みとして、支え合いのしくみづくりの推進でございます。支え合いのしく

みづくりは、助け合いの大切さといったものを区民の皆様方にご理解いただくために、支

え合いのしくみづくり研修会の開催や、地域の茶の間研修会といったものを年間を通して

開催させていただき、その必要性を周知させていただきました。これについては、令和２

年度は目標達成し、令和３年度も継続して研修会を２回実施しております。その結果、こ

れは組織目標の指標にも掲げておりますが、訪問型生活支援サービスの創出ですとか、地

域の茶の間の新たな設置・開設、週１回開催への拡充、こういったものを取り組んできた

結果、令和２年度では、地域の茶の間の新規が５か所、週１回開催に拡充していただいた

のが３か所と、８地域においてこうした取組みをしていただきました。その結果、令和２

年度は目標累計 51 件を設置しておりましたが、１件上回りまして 52 件となり達成するこ

とができました。令和３年も、コロナ禍の中でなかなか地域の茶の間等の開設も厳しい状

況がございますが、そうした中においても、令和３年度は３件、累計 55件を予定しており

ます。 

 そうした取組みの中から、令和３年の方向性といたしまして、コロナ禍であっても、支

え合いのしくみづくりは必要でございますので、感染防止を踏まえた新たな手法でのつな

がりづくりをモデル実施していく予定です。支え合いのしくみづくりの研修会を開催し、

また、啓発パンフレットなどを活用しながら、地域の支え合い活動の維持と一層の推進を

図っていきます。 

 二つ目は、健康寿命の延伸の関係でございます。先ほどのアンケートの結果からも、健

康に無関心な人が多いということから、地域で口コミで検診ですとか健康づくりの必要性

を伝えていただくいただく健康リーダーというものに取り組んでいます。令和２年度では
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延べ 95 人の方から受講いただきまして、地域で口コミで健康づくりの大切さを広めていた

だいています。 

 そのほか、ウォーキング講習会ですとか、ロコモ予防講座の開催、高齢者体操介護予防

自主グループ支援、自治会も含めた地域の皆様からの依頼に基づいて出張も行います、ど

こでも健康教室、さらには生活習慣病予防講座の開催を実施いたしまして、皆様方の健康

づくりを進めてきました。その結果、令和２年度におきましては各講演、講習会等の参加

者が 720 人となりました。令和元年度は 2,300 人を超えていましたが、令和２年は 720 人

と、これは新型コロナウイルス感染の関係で開催がなかなかできなかったと。さらに開催

をしても、感染症対策をとりながら参加人数を抑えてといった要因で 720 と激減しており

ますが、そうした理由があるということをご理解いただければと思います。ただ、コロナ

禍の中でありましても、700 人を目標としておりましたが、それは若干 20 人多くの参加を

得ました。 

 先ほどの健康寿命の延伸ということで、特定健診の受診率の向上のための取組みを行っ

ております。内容としては、特に受診率が低い中野小屋、黒埼、小新地区におきまして、

特定健診の受診率向上に向けて、保健師などによる受診勧奨を行ったところです。対象者

は、検診３年未受診者の方を対象にしています。訪問したり、電話をしたり、文書を出し

たりして受診勧奨を行ってきております。その結果、令和２年度は、対象となる方はすべ

ての方に受診勧奨を行うことができ、482 名の方に受診勧奨を行い、目標を達成しました。 

 ハイリスク者検診というものですが、これは検診の結果、西区民の方は血圧、血糖、脂

質が重複して、三つとも有所見の方が８区の中で西区が一番多いです。三つとも有所見の

ハイリスク者ということでございますけれども、ハイリスク者の改善のために健康相談で

すとか、動脈硬化予防教室といったものを開催し、生活習慣の改善を図っていただきまし

た。令和２年度は 199 名の方に参加いただき、生活習慣の改善に取り組んでいただいてい

ます。目標 150 人に対して目標を達成いたしました。令和３年度はコロナ禍の中ではござ

いますが、参加目標 200 人を設定しております。 

 そのほかの取組みといたしまして、中野小屋地区では、特定健診の受診勧奨、減塩啓発

の回覧、あるいは黒崎地区でも同じように、適切な塩分摂取、運動普及といったことに取

り組んでおりましたが、この中で、中野小屋地区での受診勧奨、黒埼地区での健康教育と

いうものが目標に届かず、これが先ほどの未達成の理由でございます。 

 令和３年度のこの分野での方向性といたしましては、引き続き、特定健診受診率の向上

に向けて受診勧奨、健康教育の充実、口コミで健康づくりを発信する健康リーダーの育成。

さらには、コロナ禍の中でも安心・安全にウォーキングを学び、楽しく実践できるよう、

ＤＶＤの作成、遊歩道に距離標を設置する環境整備、イベントの開催を行っていく方向性

になっています。 

 次は、子育て支援です。子育て支援にあたりまして、地域では、各子ども年齢層に応じ、

さまざまな子育て講座を実施しています。プレママ・プレパパ応援プログラムということ
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で、妊娠期から子育て支援センターで安産教室等の講座を開催し、子どもが産まれた後も

子育て支援センターとのつながりを強める取組みです。ＢＰプログラムというものがござ

いますが、これは、初めて子どもを持つ母親のための仲間づくり、親子の絆づくりの講座

でございまして、西区在住の生後２か月から５か月くらいまでの第１子のお子さんを持つ

母親ということです。ＮＰプログラムは年２回で、これはもう少し子どもの年齢が上がり

まして、１歳から３歳の子どもを持つ親子を対象に、育児上の不安、孤独感の軽減を図る

といった講座です。コモンセンスペアレンティング講座（ＣＳＰ）というものもございま

して、これは効果的なしつけ方を学び、親子のコミュニケーションの改善を図り、さらに

は虐待の未然防止を図るという目的です。おおむね２歳から小学生低学年までの子どもを

持つ親を対象に支援を実施しております。おかげさまで、令和２年度はトータル 120 人の

方に参加いただきました。 

 さらに、皆さんすでにご承知と思いますが、ＬＩＮＥを活用し、妊娠期からお子さんが

３歳になるまで、ほぼ毎日のように子育て情報や西区の窓口の情報、あるいは市のサービ

スの情報といったものをお届けする「にしっこはぐくみＬＩＮＫ」というものを令和元年

度７月から発信しております。おかげさまで、令和元年の開設以来、累計登録者数目標 2,840

人に対し、令和２年度はその目標を大きく超えて 3,520 人の方から登録いただいておりま

す。これは対象者の５割の方から登録いただいたことになりまして、通常、３割か４割と

いうのが他都市の状況でございますが、皆さんにご利用いただいて大変ありがたく思って

おります。今後の方向性としては、今までの取組みを継続し、子育て中の親の孤独感との

関係、健全な子育てを支援していくものです。 

 続いて、地域防災力についてです。全国的、そして西区でも毎年のように災害が発生し

ております。そのための地域防災力の向上にも取り組むことも重要だということで進めて

きております。その一つが、地域の避難マップ作成ということで、住民参加型のマップ作

成を通じて、一人ひとりの防災意識の向上と地域防災力の強化を図るものでございます。

避難マップ数の表がございますけれども、令和２年は九つの団体の作成に支援いたしまし

て、たしか平成 22 年だったと思いますが、この取組みを始めてから累計で 57 の団体にご

支援をし目標を達成しております。令和３年は７団体、累計 64 団体を目標としております。 

 また、すでに作成が終わった 57団体でどういった想定災害への避難マップを作っている

かというのがこの表になります。やはり洪水、津波が多いです。続いて地震といった災害

に対する避難マップを作成いただいているところでございます。令和３年度の方向性とい

たしましては、もちろん、地域の防災意識の向上にも効果がございます避難マップ作成を

継続して取り組んでまいります。また、後ほどご説明いたしますが、区内の各避難所で想

定避難者数に対応した備蓄に、避難助ごとに過不足があることから、各避難所の適正備蓄

に取り組んでまいります。 

 最後が特産物についてです。西区にはご承知のとおり、くろさき茶豆がございます。こ

れは、地理的表示保護制度（ＧＩ）に平成 29 年度に登録されまして、全国で 29 番目、新
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潟県では初めて登録されたものでございます。さらには、いもジェンヌ、そして全国的に

も有数な産地が西区でございます。統計でも、すいかの作付面積ランキングでは新潟県は

５位でございますが、第５位の新潟県のうち、県内で実に 45 パーセントを西区が占めてい

るということで、まさに西区は全国有数のすいかの産地です。 

 こうした西区の特産物の知名度、ブランド化、消費の拡大を推進していくため、今まで

ですと、西区特産物の販売促進活動やイベントなどを通じて、この魅力を県内外に発信し

ておりました。例えば東京の豊洲市場、大田市場、首都圏の百貨店、原宿の県のネスパス

といったところで特産物をＰＲしておりましたが、昨年度はコロナ禍でそれもままなりま

せんでした。そのようなことで、西区の特産物をラジオやテレビなどの媒体やＳＮＳなど

を活用してＰＲし、魅力を県内外へ発信する手法をとらせていただきました。おかげさま

で、ＵＸの「ナマ＋トク」、ＴｅＮＹの「新潟一番」、ＢＳＮの「西区ぞっこんＷｅｅｋ！」

というものも組んでいただきまして、新潟のマスメディアを活用したＰＲに取り組ませて

いただきました。その結果、令和２年度は 20 回の機会をいただきまして、目標の 15 回を

超えてＰＲを達成しております。 

 また、くろさき茶豆のブランド化、消費拡大に向けた取組みとして、くろさき茶豆ＰＲ

イベントということで、今までは実食していたのですけれども、昨年は新型コロナウイル

ス感染症の関係でできませんでした。そのほか、プロモーション事業の実施を年に 20 回さ

せていただいております。いもジェンヌにつきましても、生産拡大、消費の拡大、販路の

拡大、商品の研究開発、生産地域の活性化に向けた取組みといったものを昨年度実施して

おります。おかげさまで、いもジェンヌの作付面積については、これまで減少傾向であり

ましたが、令和２年度では増加に転じております。また、くろさき茶豆につきましては、

ほぼ横ばいという状況が続いております。 

 今後方向性といたしましては、これまでどおりの継続した事業もありますが、新たにイ

ンターネットを活用した購買につながるシステム作りにも取り組んでいくところです・ 

 以上が令和２年度の実績となります。 

 令和３年度についてはどのような方向性を持っているかということであります。区の将

来像、組織目標の将来像につきましては令和２年度と全く同じでございます。目指す区の

すがたは、当然のことながら区ビジョンまちづくり計画から更新しておりますので、令和

２年度と同じになっております。重点目標についてもやはり、区民の皆さんの基礎的な生

活がまず大切と私は考えておりますので、変更はございませんが、ただ一つ、特産農産物

のＰＲにつきましては、コロナ禍の中、今までどおりにはなかなかできず制限がございま

すので、いもジェンヌやくろさき茶豆といったものを通信販売という形で首都圏の皆さん

に販売促進活動ができないかということで、システムづくりをしようと思っています。そ

れを今回は、これまでのＰＲに代えて重点目標にさせていただきました。 

 令和３年の主な取組みに対しては、地域の支え合いのしくみづくりについてはこれまで

と一緒でございますが、一つ新規に、公募型オンラインモデルということで、団体、グル
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ープなど西区住民を対象とするオンラインサービスを活用したつながりづくりを行い事業

を公募でやっていきたいと。１か所あたり 10 万円の上限といたしまして、公募によりオン

ラインを活用してつながりづくりを進めていくモデル事業を今年度やってみようと思って

おります。 

 地域の茶の間の増加・拡充などで、３件の新規、拡充を予定しております。これは先ほ

どの概要にありますので、後ほどご覧いただきたいと思います。 

 健康寿命の関係については、今までと同様に、健康リーダーの育成、自主活動へのサポ

ート、健康教室といったもので 530 人の参加を目標としております。ハイリスク者関連で

は、200 人の参加を目標に取組みを継続して進めます。特定健診受診率向上についても、対

象者すべての方へ受診勧奨実施を継続して実施いたします。 

 ＮＥＷスタイルウォーキングといたしまして、新たに実施する取組みなっております。

それは何かといいますと、「まずは学ぼうＮＥＷスタイルウォーキング」ということで、こ

れまではウォーキング講座というものを参加型で講座型で実施していたのですけれども、

やはりコロナ禍の中で人を集めての講座というのはなかなか大変だということになりまし

て、ウォーキングの基礎を学べるＤＶＤを作成いたします。さらには、ホームページに動

画もアップし、一人でも、いつでも学習できる、学ぶことができるといった環境をまずは

整えると。さらには、西川と黒埼では電鉄跡地に遊歩道が完成いたします。そこの等間隔

に距離標を設置しいたしまして、はりあいを持ってウォーキングを楽しめるようにといっ

た環境整備も図っていくと。前回、西区ウォークというウォーキングイベントを開催し、

ウォーキングの楽しさを併せてお知らせしていきたいという取組みでございます。目標と

いたしましては、ＤＶＤをホームページに動画アップいたしますが、その動画の視聴回数

500 回を目標としております。先ほどの遊歩道の距離標の設置についてはこのような格好で

ございますので、後でご覧いただきたいと思います。 

 子育てについては、これは今までどおり継続して実施していきます。新規項目として、「に

しっこはぐくみＬＩＮＫ」は登録者数 840 人を目標にしています。 

 地域防災力この向上については、地域の避難マップについては７地域での作成を目標と

しております。先ほどの備蓄の整備につきましては、現在、避難所などでの備蓄につきま

しては、西区内では各避難所に分散して配布しております。分散率というのは 100 パーセ

ントでございますけれども、大きな課題がございます。それは、小学校、中学校が主な避

難所でございますが、その避難所は学校の空きスペースを活用して配置しておりますので、

場所によってはスペースの確保ができないために、想定避難者数に応じた備蓄ができてい

ない現状がございます。それを円滑に活用するため、収納ラックを各避難所に配置し、縦

に備蓄を。今までは横でしたけれども、縦に保管するようにして、少ないスペースでも必

要な備蓄が配置できるような取組みをします。西区の状況といたしまして、想定避難者数

は２万 4,827 人なのですけれども、西区全体で見ますと、主食の備蓄量は 143 パーセント

もあるのです。もちろん、今年度中に賞味期限が切れる分も入っていますけれども、143 パ
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ーセントでございます。ただ、各避難所で主食がゼロの避難所が 38 のうち 12 もございま

す。さらには、1,000 食以上もある避難所が 11 もございます。こういったアンバランスが

あるという現状を、今度は各避難の総避難者数にあわせた備蓄に配置し直そうということ

です。今年度中にすべての避難所に搬入する予定で進めております。 

 さらには、農産物のブランド化につきましては、今までどおり継続でございますが、知

名度の向上、購買機会につなげるホームページの開設・運用いたしまして、通信販売の中

でも特産物を首都圏をはじめ県外に売っていこうという取組みでございます。ホームペー

ジへのアクセス数 3,000 件を目標としております。イメージといたしましてはこのような

格好となります。 

 走りばしりでございましたが、以上が令和２年度の実績、令和３年度の取組みの概要で

ございます。 

 続きまして、資料４－５をご覧ください。令和３年度の西区の主な取組みで、区づくり

事業の該当となります。今年度の区づくり事業につきましては、予算編成の段階から皆様

方にお示しし、ご意見を承っておりますので、承知されていると思いますので、説明は割

愛させていただきます。 

 今ほどご説明いたしました令和３年度の組織目標、重点目標の取組みのほか、区づくり

事業すべてが区にとって大切な取組みでございますので、今年度も精いっぱい取り組んで

いきたいと思います。 

 最後、資料４－８になります。資料４－８は西区区ビジョンまちづくり計画第４次実施

計画となります。 

 第４次実施計画の位置づけでございますが、区におけるまちづくりの基本的な方針を示

す「区ビジョン基本方針」に基づき、まちづくりの具体的な取組みを示した「区ビジョン

基本計画」に沿った具体的な事業と、令和３年度、令和４年度の数値目標などを記載して

おります。実施計画は２年ごとに策定し、進捗の管理を行っているところでございます。

なお、掲載している事業は 104 事業と大変多いです。恐れ入りますが、後ほどご覧いただ

き、詳細についてご質問などがございましたら、担当課までお問い合わせくださいますよ

う、よろしくお願いいたします。 

 また、資料４－９になりますが、第３次実施計画から第４次実施計画となるにあたりま

して、新たに追加された事業や内容の変更、削除のあった事業などを一覧で抜粋したもの

となりますので、後ほど参考にご覧いただければと思います。 

 以上となります。長い時間をいただきまして、大変申し訳ございませんでした。ありが

とうございました。 

（大谷会長） 

 ありがとうございました。さまざまな取組みに対して、心から敬意を表したいと思いま

す。 

 ただいまの説明について質問はございませんでしょうか。 
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（長澤委員） 

 長澤でございます。 

 農村と都市が融合したまちづくりという目標の中で、くろさき茶豆、いもジェンヌをは

じめ、中心に進める農産物を挙げていらっしゃるのですけれども、できるならば、それを

加工して製品化する。そういった会社を西区に誘致して、農産物の個々のよさを売り込む

ことも大事だと思うのですけれども、それを加工した製品を西区で作り上げていくという

こともぜひ盛り込んでいただきたいと思います。 

 また、高齢化が進んでいるかと思います。地域に住んでいらっしゃる皆さん以上に、農

村は高齢化が進んでいるかと思いますので、ぜひ、大きな付加価値をつけて、収益を上げ

て、若い人たちの魅力ある産業に西区として進めていただきたいと思います。 

（区 長） 

 時間の関係でそのようなところを割愛させていただいたところもあるのですが、例えば

いもジェンヌですと、いもジェンヌペーストを作りまして、いもジェンヌペーストを使っ

た新たな商品開発をしたいということで、サンプルとしてペーストをおあげして、それに

よって新商品開発を手助けするという取組みも現在動き出しております。そういった取組

みから、いくつかのお菓子ができたり、これからも新しい商品が芽生えてきているという

ことも聞いております。そういった取組みもすでに実施しておりますし、また、併せて生

産の拡大が課題となってきております。ご承知のとおり、高齢化が進んでおりますので、

生産の拡大といったものも力を入れていかなければいけないのではないかと思っています。 

（小泉委員） 

 内野・五十嵐まちづくり協議会の小泉でございます。 

 今、説明をお聞きして、ほとんどの部門を網羅してやっているわけですけれども、私は

今回、自治協議会は２年目なのですが、４－１のスケジュールを見ると、市役所でやるも

のが今の計画ではないかと思います。それと、自治協議会がやるものがあるのですけれど

も、区でやっている５つの重点項目というものはまさにそのとおりだと思うのですが、自

治協議会とのリンクとか、一緒になってやるとかというような、自治協議会と区の事業野

立ち位置といいますか、それぞれの立ち位置。私は不勉強なのですが、その辺の区分けと

いいますか、どのように考えておられるかを教えてください。 

（区 長） 

 ありがとうございます。この評価のしくみづくりはご覧いただきますとおり、本日、令

和２年度の取組みをご了解いただきました。それに伴って、皆様方のご意見を、後ほどで

けっこうですが、ご意見をいただく中で、私どもは令和４年度の取組みにその意見を生か

してきたいと思っています。その際には当然、区づくり事業については自治協議会の場で、

予算編成の段階から皆様方にお示しして、ご意見をお伺いし、皆様方とともに、区づくり

事業を進めきておりますので、自治協議会との関係といえば、やはり区づくり事業の予算
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編成の団体で、本日のこういった実績も踏まえて、皆様方からご意見をいただき、施策に

生かしていくというものだと私は思っています。 

（山賀委員） 

 ご説明ありがとうございました。確認させていただきたいのですけれども、資料４－３

の５番の健康寿命延伸事業で、受診勧奨の受診人数が指標として挙げられています。これ

は、健康診断を受けてくださいというお勧めのご連絡だと思うのですけれども、しっかり

と達成されていて、しっかりとお仕事されているのは素晴らしいことだと思うのですが、

実際、これをやって健康診断の受診率の上がったかどうかといった成果がどのように表さ

れているのか。今回の報告とはまた別で、しっかり達成されているのかというのが気にな

りました。 

 似たような話で、14 番のくろさき茶豆やいもジェンヌのＰＲについても、実施回数が成

果の指標になっていますけれども、やったことによって、実際に何かしらの収益が伸びた

とか、そういったことにつながっているのかといったことは、同じような話ですけれども、

別にあるのかどうかということです。今回、ご報告いただいたのは、そうではなくて、こ

れは取組みをきちんとやっているというご報告ですということであれば、これはこれでい

いことなのですけれども、もし別として成果につながっているかどうかという部分がある

ようでしたら、あるということだけでもいいですので、お答えいただければと思います。 

（区 長） 

 ここもおっしゃるとおりでございます。例えば実施率の向上についてもおっしゃるとお

りで、例えば令和２年のこうした取組みの結果、令和３年で令和２年度の実績がどうだっ

たかというのを検証しながら進めていくことは当然だと思います。ただ残念なことに、受

診率の結果が出るのが２年、３年後なのです。そういった事情もあって、リアルタイムに

評価ができないということがあるのですけれども、現実、公表されている西区の受診率に

ついては微増ではございますが、年々受診率は増えております。もちろん、この取組みに

おいてどのくらいの効果があったかというのは、後に公表されて数字が出た段階で検証し、

また改善していくべき必要があるかと思っているところでございますので、そういったご

意見は十分注視していきたいと思います。ＰＲにつきましてもおっしゃるとおりで、今、

ご紹介できませんでしたけれども、やはりＰＲの結果、受診の促進につながったかといえ

ば、数字として出ているものもございますので、今度機会がございましたら、そういった

ところも議論していければいいなと反省いたしました。ご意見いただきまして、大変あり

がとうございます。皆様方の中でご意見がございましたら、本日に限らず、お気軽にお知

らせいただくことお願い申し上げます。 

（大谷会長） 

 ありがとうございました。 

 以上で、令和２年度西区組織目標の年度末評価及び令和３年度の西区組織目標について

の報告を終えたいと思います。 
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 続いて、その他の事項に移りたいと思います。 

 

＜４ その他＞ 

（会 長） 

 （１）「新型コロナウイルス感染症ワクチン接種について」、神田健康福祉課長より説明

を願いいたします。 

（田中健康福祉課長） 

 健康福祉課の田中です。お世話になっておりまして、ありがとうございます。ワクチン

接種につきまして、現在、大変予約が取りづらい状況が続いており、皆様にご不便とご心

配をおかけしております。市からは最新の情報と現在の予約状況についてご説明させてい

ただきます。 

 資料につきましては、当日配付資料１と書かれているものをご覧ください。１枚目の新

型コロナワクチン接種についての資料に沿ってお話しいたします。すでにご存じの情報も

多いかと思いますが、ご容赦ください。まず、接種の方法についてです。新潟市では個別

接種と集団接種の方法で行っております。個別接種とは、かかりつけ医をはじめとする地

域の病院や診療所で接種していただくもの。集団接種とは、市の公共施設で行うものです。

新潟市では、特に高齢者の方には安心安全な接種をしていただくために、地域の病院や診

療所で行う個別接種を基本と考えています。そして、かかりつけ医のない方やかかりつけ

医で接種を受けられない方、あるいは平日に医療機関に行けない方などのために、土日を

利用して集団接種を行うという位置づけになります。 

 このように、市としましては、特に高齢の方には個別接種をご検討いただくようにお願

いしているのですが、個別接種ができる具体的な医療機関について、65 歳以上の方全員に

チラシをお送りしました。黄色の封筒で赤いラインが入ったものが届いているかと思いま

す。現在、個別接種できる医療機関は、新潟市医師会を通じて、市内で約 300 か所、西区

では約 50か所の病院や診療所からご協力いただいておりますが、区民の皆様からは、電話

がつながらないですとか、予約が取れないなどのお声をいただいております。医療機関の

ほうでも、初めてのワクチンであることや、スタッフ不足などの理由で、慎重に対応され

ているところが多く、初期段階の接種枠が限定されてしまいまして、かかりつけの方のみ

にしているところが多くなっております。そのため、予約をしたい方が複数の医療機関に

お電話をされて、電話が医療機関に殺到しており、通常診療が圧迫されているところもあ

ると聞いております。 

 このような状況を変えていくために、新潟市は個別医療機関の最新の予約情報のお知ら

せを始めました。資料の２枚目の新型コロナワクチンの個別接種実施医療機関の予約受付

状況についてをご覧ください。新潟市のホームページに最新の医療機関の情報を毎日更新

して掲載しております。スマートフォンやパソコンをお持ちの方は、ＱＲコードを読み取

ると当該ページを見ることができます。具体的な掲載イメージにつきましては、もう 1 枚
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おめくりください。こちらが今日現在の最新の情報なのですが、西区のみを抜粋したもの

となります。医療機関の一覧にそれぞれの病院の１日の接種可能な人数や、直近の予約が

可能な日などを掲載しております。内容は毎日更新しております。また、ホームページを

見られない方のために、この情報は西区役所、出張所、連絡所などに掲示するほか、必要

な方へは印字してお渡しすることも行っております。これらをご覧になりまして、まずは

お近くの病院や診療所でワクチン接種ができるかどうかをご確認いただきたいと思います。

持病がある方などで、個別接種か集団接種かで迷われている方は、かかりつけ医にご相談

いただくことをお勧めしております。 

 １枚目の資料にお戻りください。続いて、予約の方法についてです。個別接種の予約時

期や方法は医療機関において異なります。今ほどご説明しました、市が毎日更新し発信し

ている情報などのご確認のうえ、予約は直接、病院や診療所へお願いいたします。集団接

種の予約は電話、専用のコールセンターを設けております。及びインターネット、市のホ

ームページから入ります。この２通りでの受付となります。 

 次に、接種対象者ごとのお申し込み状況についてです。新潟市では、重症化しやすい方

に迅速に接種していただく方針で、高齢者のうち、75 歳以上の方と基礎疾患のある方の接

種を先行して行っております。まず、個別接種ですが、５月 24日から本格実施が始まりま

した。集団実施は各区に設けた会場において、５月 15日から開始しました。今のところ大

きなトラブルはなく、順調に進んでおります。現在、６月 13 日（日）までの集団接種の予

約はすでに定員に達しておりまして、締め切りの状態です。今後、予約ができる集団接種

は６月 19 日以降の接種で、予約は５月 29 日午前９時からとなります。また、集団接種の

予約が取りづらい、電話がかかりにくい状況がありまして、そのような状況を改善するた

めに、既存の会場に加え、６月からは市の産業振興センターを追加します。次回の市報に

いがたの６月６日号で詳しくお知らせいたします。６月８日から予約開始、10 日から接種

開始となります。 

 続きまして、65 歳以上のすべての方の接種です。65 歳から 74 歳の皆様を含め、75 歳以

上の方や基礎疾患のある方も接種ができます。６月下旬から開始いたします。個別接種で

すが、原則、６月 28 日（月）以降に本格実施となります。予約は直接、医療機関となりま

す。集団接種ですが、６月 26 日（土）から、予約は６月５日（火）から可能となります。

なお、新潟市は当初、65 歳以上の方の接種は９月中旬までかかると見込んでいたのですが、

国から指示されました７月末の完了を目指して、個別の接種の枠の拡大や集団接種の会場

の追加などの調整を進めているところです。 

 最後に、64 歳以下の方です。今のところ、スケジュールは未定となっております。国か

らのワクチン供給量に沿ってスケジュールを立て、準備ができ次第、皆様にお知らせしま

すので、今しばらくお待ちください。 

 ここから、西区健康福祉課からのお願いとなります。健康福祉課へも、ワクチンは本当

に打てるのかですとか、予約できるのか、足りるのかといった声をいただいております。
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ワクチンは国が全国民分を確保して、順次供給するとしています。希望するすべての方が

接種できる量が供給されます。接種ができるまでしばらくお待ちいただくことはあるかも

しれませんが、確実に接種は受けることができます。また、集団接種の予約の電話が非常

に混雑してご不便をおかけしているのですが、インターネットはスムーズにつながると聞

いておりますので、苦手な方がいらっしゃいましたら、ご家族やご友人にお手伝いいただ

きながら、ご活用いただければと思います。個別接種のほうも、一部の医療機関の電話が

つながりにくかったり、予約が取れない状況がありますが、これはワクチンが足りないせ

いではありません。各医療機関のほうでも、通常診療があるため、ワクチンを接種する時

間をお昼休みですとか、診療外の時間を使って捻出していただいていると聞いております。

現在、初期段階ということで、接種枠が限定されているのですが、市としましては、医師

会を通じて枠の拡大をお願いしておりますので、ご理解いただければと思います。 

 最後に、ワクチンの効果と感染予防についてです。コロナワクチンは感染症の発症を予

防する効果、重症化を防ぐ効果があるとされています。今、高齢者の方に打っていただい

ているファイザー社のワクチンの発症予防効果は 95 パーセントと報告されております。た

だし、これは発症の予防効果でして、現時点で感染の予防効果というのは十分に明らかに

なっていません。ですので、ワクチン接種をしたとしても、感染する可能性があり、無自

覚のうちに人に感染させる可能性があります。接種の有無にかかわらず感染予防対策は必

要です。引き続き、密を避ける、手洗い、マスクの着用を忘れずに、接種後も気を引き締

めてお過ごしいただきたいと思います。現在の感染の傾向ですが、職場や飲食店などで感

染した方がご家庭内でご家族に感染させるケースが増えております。家庭内での感染予防

について、これまで以上に注意する必要があるかと思います。ご家族が体調不良のときは、

別々に食事をとられるですとか、すぐに受診していただくことも大切です。 

 お配りした資料の一番最後のページをご覧ください。新型コロナウイルス関連の問い合

せ先を掲載しておりますが、上の段の四角はワクチン関係のものとなります。下の四角を

ご覧ください。発熱など風邪症状が見られるときのご相談先ですが、かかりつけ医のある

方はかかりつけ医にご相談ください。ただし、病院に直接行かれるのではなく、まずお電

話をしていただきたいと思います。医師の判断でＰＣＲ検査を受けることができます。か

かりつけ医のない方は、新潟県新型コロナ受診・相談センターというものがあります。こ

ちらは、土・日、祝日も含み 24 時間やっておりますので、こちらへご相談ください。 

（大谷会長） 

 ありがとうございました。 

 関心事の事案でありますので、質問を受けたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（田中（米）委員） 

 65 歳から 75 歳以上の人で基礎疾患のある人が優先でやられるということですが、私も

65 歳から 74 歳の基礎疾患のあるということで予約したら、７月 10 日がやっとあると。75

歳以上の人で予約が取れない人はどうすればいいのかと思っているのです。町内会の会長
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をやっていますので、そういった年寄りがいるので、そういう方たちはどういう状況なの

かと。65歳以上のすべての人が 28日から接種ができると、それは何かおかしいのではない

かと思うのですけれども、75歳までの人以外の人も全部終わっている計算になるわけです。

それはどうなるのですか。 

（小川委員） 

 関連です。今、西区の接種できる病院一覧を見ていますが、田中委員の質問にも関連し

ますけれども、私のかかりつけ医が載っていないのです。そういうところは、これから新

しくできるようになるのかどうか。関連してお願いします。 

（田中健康福祉課長） 

 ご質問ありがとうございました。今現在、75 歳以上の方と基礎疾患のある方の接種が始

まっておりますが、予約ができていない方が多いかと思います。数パーセントしか接種が

進んでいない状況です。新潟市は当初、高齢の方には特に個別接種をしていただくように

医療機関にお願いしていたところですが、予約枠が非常に限定されているので、ご自身の

かかりつけ医があるにもかかわらず、そちらの枠の予約がいっぱいですと言われる方です

とか、そもそもかかりつけ医が接種をやっていないという方もいらっしゃるかと思います。

当然、かかりつけ医でなくても接種はできるのですけれども、現在では圧倒的に設けてい

る枠が少ない状況のせいで、皆様が申込みできないということなので、引き続き、個別接

種の医療機関を増やす。今、ワクチン接種をしていない医療機関へも実施をお願いすると

ともに、一つの医療機関当たりで接種いただける本数を増やすお願いをしているところで

す。何月ころになったら予約ができますよということがお示しできればいいのですが、ま

だそこまでのスケジュールができないところでして、お待ちくださいという説明になりま

すが、ご理解いただければと思っております。 

（西山委員） 

 公募委員の西山でございます。私は現役の医師で、今、第一線で働いておりますので、

この件に関して私からコメントさせていただければ思います。 

 現実的にはかかりつけ医のところで受けていただきたいというご希望があるとお聞きし

ておりましたけれども、しかし、一般診療をしながらこれをやっていくのは極めて困難だ

というのは、これは人的なマンパワーが一番問題だと。実際に、東京、大阪、諸外国でも

それが現実となっているために、大規模なセンターでワクチン接種ということになってい

ます。やはり新潟市ももっと前向きに、大規模なセンターでしっかりワクチンを打てるよ

うな状況を作る。そこでも安全なワクチンだということをしっかり皆さんに啓もうしてい

ただきたい。ワクチンによって、マスコミで言われているような大きな副反応がそうそう

起こることはありません。それよりもきちんと多くの皆さんがワクチンを打たないと集団

免疫ができません。それを市として周知していただきたいと思います。これが１点です。 

 私から質問なのですけれども、ワクチンと少しずれるのですが、新型コロナウイルス感

染症に関しては、専門家の中では、今年１年で終わるものではないということです。した
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がって、ワクチンを打つ以前に、やはり検査能力を上げなければいけない。ＰＣＲにして

も、これを大都市圏や諸外国のように、例えば病院以外でＰＣＲができるような施設や制

度を変えていくようなことは考えていますか。 

（田中健康福祉課長） 

 ありがとうございました。個別の医療機関には、通常診療のある中で限界があるという

ことですけれども、市としても重々承知おります。ですので、今回新たに産業振興センタ

ーで６月からの接種会場の追加などもしておりますけれども、県も大規模会場の設置が、

ただ、人数などは公表されておりませんけれども、決定していると聞いております。市と

しても今後、会場の追加などができることがありましたら、速やかにお知らせしたいと考

えております。 

 ＰＣＲ検査の民間での実施ということなのですが、すみません、私が把握している情報

では、今のところそういった計画は聞いておりません。 

（菊池委員） 

 坂井輪の菊池といいます。 

 資料１の一番最後、感染予防についてのところに、コロナワクチンは発症予防効果であ

って、感染予防対策は必要といっているのですけれども、接種するときに、そのようなお

話やチラシなどがあるのでしょうか。というのは、テレビを見ていると、接種した高齢者

は、孫にも会えるし、旅行もできると。それは確かにいいのですが、相当数がマスクを外

してしゃべる。若い人は、おれは接種しているからいいのだという方が増えているのです。

そういったチラシを出すよりも、打つときにきちんと前もってお話をしたほう効果がある

のではないかと感じました。 

（田中健康福祉課長） 

 ありがとうございました。お送りした接種券と一緒に、ファイザー社のワクチンの注意

書きが同封されているのですが、そこには確かに書いてあるのですけれども、最後まで読

まれる方はなかなかいらっしゃらないかと思います。接種会場でそういったお知らせがで

きれば一番いいかと私も思いました。検討させていただきたいと思います。ありがとうご

ざいます。 

（大谷会長） 

 ありがとうございました。時間の関係がありますので、質問はこれで閉じたいと思いま

す。 

 

 続きまして、（２）「地域で弁当交流応援事業に受付終了について」を、農政商工課の小

林課長補佐より説明をお願いいたします。 

 

（小林農政商工課長補佐） 
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 農政商工課の小林でございます。貴重な時間をいただきましてありがとうございます。

今ほどお話があったように、地域で弁当交流応援事業の申請受付終了について、ご報告い

たします。 

 資料５「お弁当代金の一部を補助します」をご覧ください。この事業につきましては、

コロナ禍において地域の交流機会が減少しているコミュニティ協議会及び自治会などの地

域団体、企業に対する交流機会の促進と経営に疲弊している地域の交流を支えてきた地元

の割烹、仕出しやホテルなどの飲食店の支援を目的とし、弁当購入代金の一部を補助する

事業であります。６月末までに購入する弁当代を対象としております。今年度、予算とし

ましては１億円を確保しておりましたが、大変ご好評で、多くの皆様からご利用いただく

ことができ、今月中には予算額の１億円に達する見込みです。事業開始当初より、予算額

に達した場合は終了する旨お知らせしてきたところでありますが、予算を消化しましても、

皆さんの混乱を招かぬよう、今月末日の予約申請をもって受け付けを終了させていただく

ものです。ただし、弁当の購入時期につきましては、６月末までが対象となることに変更

はございませんので、皆様の中で６月 30 日までに弁当購入を予定されている方は、飲食店

にご予約のうえ、今月末までに区役所に申請いただきますよう、お早めにお願いいたしま

す。 

（大谷会長） 

 このことについてはかなり周知されているようでございますが、質問がございましたら、

お願いいたします。 

 

 それでは、次に進みたいと思います。（３）「令和３年度無人ヘリによる松くい虫防除計

画」について、引き続き、農政商工課の小林課長補佐より説明をお願いいたします。 

（小林農政商工課長補佐） 

 引き続き農政商工課より、令和３年度無人ヘリによる松くい虫防除計画についてご報告

いたします。当日配布資料２をご覧ください。例年、新潟市が実施しております西区の海

岸保安林における無人ヘリによる松くい虫防除につきまして、本年は５月 31 日と６月１日

の両日の午前４時半から正午までの散布を予定しております。令和３年の散布区域につき

ましては、五十嵐１の町から四ツ興野保安林の約 45 ヘクタールでありまして、図面の赤い

網掛け箇所です。また、この散布に伴い国道 402 号線など黄色い線が入っている道路では

一時的に片側交通規制を実施いたします。 

 裏面をご覧ください。今ほど新潟市の防除をご説明いたしましたが、県の防除です。上

新栄町地区では６月２日に、新潟県が同様の内容で散布を予定しております。これがその

区域です。 

 表にお戻りください。先ほどの説明で、本年の散布区域は赤い網掛け箇所というお話を

させていただきましたが、令和２年の散布区域は、赤い網掛け箇所と青い網掛け箇所のと

ころでした。よって、青い網掛け箇所というのは令和３年は散布を行わない区域です。こ
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のように、散布区域が減少した理由につきましては、西区の海岸保安林の多くを個人また

は企業の方などが所有する私有林であることによるものです。昨年までは、保安林の土地

所有者の代表などの方に対しまして、口頭によって包括的な同意を得たうえで散布を行っ

てきましたが、今年から、すべての土地所有者の方々から同意を得ることにしたものによ

るものです。現在、すべての土地所有者の方々へ同意に関する依頼文を発送するべく準備

を進めております。面的に同意を得られた区域は来年から散布を復活してやっていきます

ので、委員の皆様のご理解をお願いいたします。 

 最後に、今年の来週５月 31 日と６月１日の散布につきましては、先日、５月 16 日の市

報及びすでに配ってありますが、近隣自治会へのチラシの個別配布のほか、新潟市のホー

ムページでも周知を行っています。委員の皆様からも散布の周知などに対してご理解、ご

協力くださるようお願いいたします。 

 以上で、農政商工課からの報告を終わります。ありがとうございました。 

（大谷会長） 

 質問がございましたら、お願いいたします。 

 ないようですので、次に進みます。 

 

最後に、（４）「避難情報の名称変更について」です。副区長の加藤総務課長より説明を

お願いいたします。 

（副区長） 

 総務課の加藤でございます。私から、避難情報の名称変更について説明させていただき

ます。 

 資料は、カラーチラシと大河津分水の洪水ハザードマップについて説明させていただき

ます。まず、カラーのチラシをご覧ください。記載のとおり、５月 20 日から避難勧告が廃

止されました。これは、一昨年の台風 19 号や去年の熊本豪雨で、自治体が発令した避難情

報が住民避難につながらなかったことを教訓に、先月、災害対策基本法が改正、施工され

たものでございます。今回の法改正に伴い、それぞれの避難情報の名称が変更されており

ます。危険レベル３につきまして、これまで避難準備という文言があるとどうしても、ま

だ避難しなくてもいいという印象を与えるため、避難準備を削除し、高齢者等避難と変更

されました。警戒レベル４は、同じレベルの中に避難勧告と避難指示（緊急）の二つが存

在することが分かりにくさにつながっているため、避難指示になりました。これまでの避

難勧告のタイミングで避難指示を発令することになります。逃げ遅れないため、警戒レベ

ル４、避難指示のうちに危険な場所から必ず避難するようお願いするものでございます。

危険レベルのほうは、災害発生情報といわれておりますが、これは住民がとれる行動が分

からないという点から、自分の身の安全を確保するという意味で、緊急安全確保に変更さ

れました。避難場所等への立ち退き避難がかえって危険である場合に、自宅の２階など、

少しでも安全な場所で命を守る行動を求めるときに発令することになります。ただし、危
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険レベル５は必ず発令するものではありません。危険レベル５の緊急の安全確保は、すで

に安全な避難ができず、命が危険な状態ですので、必ず危険レベル４避難指示で危険な場

所から全員避難されることを目指しております。新潟防災メールや公式ＬＩＮＥ、ホーム

ページへの掲載などさまざまな媒体を活用して市民の皆様に周知してまいります。これに

つきましては、６月６日号の市報に掲載されますので、ご確認をお願いいたします。 

 続きまして、大河津分水分水路洪水ハザードマップについて説明いたします。これは、

６月に自治会を通じて全戸配布の準備を進めております。経緯を説明させていただきます。

新潟市は平成 30 年度に中学校区別に総合ハザードマップを冊子として作成し、全戸配布さ

せていただいております。この総合ハザードマップでは大河津分水路は対象としておりま

せんでした。これは、大河津分水は、市内を流れる川で、その洪水では新潟市内に水が達

成するまでに少なくとも６間以上あり、破堤してからでも避難体制を整えることが可能と

判断していたためでございます。しかしながら、令和元年の台風 19号の際、国から、大河

津分水路は氾濫危険水位に達した旨の緊急速報メールが新潟市内に配信され、多くの市民

の方に不安を与える状況となりました。そこで、大河津分水路の洪水については、時間的

余裕があるものの浸水しないというわけではないため、その浸水エリアを正しく伝える必

要があると方針転換し、令和２年度の防災課の事業として個別に作成したものです。総合

ハザードマップには大河津分水路の被害想定は反映されていないため、どちらも見ていた

だき、見比べていただく必要があります。 

 中面を開いていただくと地図面になります。西区内の広いエリアで浸水する想定となっ

ております。地域によっては総合ハザードマップの浸水深より深く、想定が悪くなる地域

もありますので、ご注意願いたいと思います。 

 裏表紙をご覧ください。左上の避難情報の名称ですが、印刷、納品の都合上、どうして

も３月１日時点でデータを固める必要があったため、古い名称のままになっております。

こちらについては、先ほど説明したチラシの情報が最新ですので、読み替えをいただきま

すよう、お願いいたします。 

 最後に、避難行動判定フローを掲載しております。避難とは難を避けることです。安全

な場所にいる人は自宅にとどまることも避難となりますので、平時から、どう行動するか

を検討していただければと思います。 

（大谷会長） 

 ありがとうございました。ただいまの説明について、質問はございませんでしょうか。 

（岩沢委員） 

 避難可能階において、私どもの五十嵐小学校コミュニティ協議会、真砂小、五十嵐中学

校、この辺は川がないから必要ないという解釈でよろしいのでしょうか。避難可能階とい

うのがありますよね。 
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（西区総務課安心・安全係 渡部係長） 

 詳細を少し説明させていただきます。避難可能階については、おもて表紙の表の中に全

階可なのか２階以上可なのか書かれています。五十嵐小学校については横棒となっていま

す。この横棒については、浸水に関係のないエリアなので、避難所として開けないという

ことで横棒となっております。 

（大谷会長） 

 ほかにいかがでしょうか。 

 ないようですので、以上で四つの項目はすべて終わりました。 

 

その他で委員の皆さんからのお知らせはございませんでしょうか。 

（五十嵐（加）委員） 

 先ほど説明された「支え合いの大切さ」を広める標語等活用という、先ほど差し替えて

いただいて、ホチキスどめにされているものですが、それを先ほど皆さんに承認していた

だきまして、ありがとうございます。これに沿っていくのですが、これをもって本年度は

今回のチラシを作成していくのですが、標語そのものは令和３年７月 19日から使用してい

いという、使用基準というものを作ってあります。コミュニティ協議会の皆さん、各団体

の皆さんに、選ばれた標語をぜひとも使っていただいて、いろいろなところで活用してい

ただきたいと思います。使用届を出せば、どなたでも無料で使うことができますので、ぜ

ひとも皆さんに使っていただきたいと思います。今、健康福祉課で封筒などにはこの標語

がすでに使われております。いろいろなところでご案させていただいておりますが、今後、

ぜひともたくさんの方に使っていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

（大谷会長） 

 ありがとうございました。五十嵐部会長の熱い思いを受けて利用していただきたいと思

います。 

 最後に、事務局からの連絡事項はございますでしょうか。 

（事務局） 

 会議の開催日程のご連絡をさせていただきます。皆様お手元の資料、令和３年度西区自

治協議会開催予定をご覧ください。両面になっております。上段には年間の開催予定をお

示しさせていただきました。正副会長のスケジュールを踏まえ、できるだけ皆様からご出

席いただけるよう調整させていただいた日程となっております、皆様には開催の都度ご案

内を差し上げます。また、どうしても変更させていただきたいという場合は、事前にお知

らせいたしますので、この年間スケジュールによりご出席いただけるよう、ご協力お願い

いたします。 

 続きまして、第３回自治協議会開催日程のご連絡です。第３回自治協議会は６月 28日（月）

午後３時からとなります。会議は、本日と同じく西区役所健康センター棟１階大会議室、
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この会場となります。会議の詳細につきましては、正副会長と各部会長で構成される運営

会議で調整させていただき、改めて皆様へご案内させていただきます。 

（大谷会長） 

 ありがとうございました。だいぶ時間を経過いたしましたが、以上をもちまして、令和

３年度第２回西区自治協議会を閉会といたします。お疲れさまでございました。 

 


